
鎌倉市議会議員

ひなた慎吾 活動レポート

1983年 6月 9日 生まれ（39歳）

モンタナ幼稚園→腰越小学校→腰越中学校→鎌倉高校

→日本大学卒業

IT 企業へ就職後、2013年 29歳で鎌倉市議会議員初当選。

2017年２期目の当選。2021年３期目の当選。腰越在住。

〈現在〉市民環境常任委員会委員、会派「夢みらい鎌倉」代表

        新庁舎等整備に関する調査特別委員会委員長

ひなた新聞51号

2023年２月・３月

●市役所の位置を定める条例 否決

住所：鎌倉市腰越3-23-7　連絡先：0467-32-5889

討議資料

ホームページ：http://www.hinata-kamakura.com/
ブログ：http://www.hinata-kamakura.com/blog/
メール：hinata.shingo@gmail.com　フェイスブック：日向慎吾
ツイッター：@HinataShingo　インスタグラム：@hinata.shingo

クリーン&ガーデニング大作戦

毎月第３土曜日の７時30分～８時30分

腰越駅集合（雨天中止）

第119回：２月18日

第120回：３月18日

第121回：４月15日

第122回：５月20日

☆スケジュール☆

腰越駅周辺・腰越海岸の清掃と雑草の手入れを
行います。終了後、意見交換会も行っております。

●12月議会の報告

●18歳以下の子どもに対し、一人当たり5,000円分の図書カードを配付

　放置自転車の対策として駐輪場の整備が有効的と考えられ
るため、駐輪場の用地を募集したり、市から声掛けや相談をす
るなど、民有地を含めた用地確保に向けてアクションを起こす
ことを要望しました。長年の地域課題のため、適地を待つので
はなく、積極的な取り組みが必要です。

関係課も含めて検討を進めていき、市民の間で戸惑いや不安が
生じないよう、誰もが利用しやすいサービスを検討していく。

解決すべき課題だと認識し、提案の民有地を含めた用地確保も
含めて、しっかりと取り組んでいく。

　我々会派「夢みらい鎌倉」は議案に対して賛成
討論をしました。裏面に討論の一部の抜粋と私の
考え方について記載いたします。また、一般質問
等の内容についても報告いたします。

・ 各種手続きでオンラインのキャッシュレス決済を導入すべき

・ 腰越駅周辺の駐輪対策。用地確保に向けて、積極的な取組を

賛成討論

　平日に休みが取れずに手続きができなかったり、急に証明
書等が必要になる場合もあります。手続等の窓口をなくすとい
うのではなく、自宅にいながらでもできるようにして、一人ひとり
の事情に合わせた環境整備の必要性を議論しました。

　物価高騰等による影響を受ける中でも豊かな教養を育むことができるよ
う18歳以下の子ども全員に図書カードを配付します。 申請は不要 です。
対象者　：令和5年1月1日に鎌倉市の住民基本台帳に登録さ
               れている平成16年4月2日以降に生まれた子ども
配付方法：対象者あてに簡易書留郵便で図書カードを2月下旬
               から順次郵送

　昨年12月定例会最終日の本会議において、市役所の位置を定める議案「鎌
倉市役所の位置を定める条例の一部を改正する条例の制定について」の採決
が行われました。
　条例改正には出席議員の三分の二以上の賛成が必要な特別多数議決とな
っており、出席議員26名のうち18名以上の賛成が必要な議案でしたが、結果
は賛成16名、反対10名となり否決となりました。

答弁

答弁



●市役所の位置を定める条例の一部を改正議案の賛否一覧表

●市民の命を守る防災の観点

　30年以内に70%の確率で大規模な地震が発生するとい
われています。その時に市役所が機能を保つためには、現
庁舎の耐震性では業務継続が困難です。
　東日本大震災や熊本地震で被災地の自治体庁舎が被
害に遭い、損壊による初動の遅れや業務機能の停止等に
陥ったことからも、市民生活へ大きな影響が出るおそれが
あります。

ゆ
め
み
ら
い

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

公
明
党

共
産
党

ネ
ッ
ト

自
民
党

か
わ
せ
み

鎌
倉
ア
プ
デ

無
所
属

日
向
中
里
池
田
前
川
中
村
後
藤
出
田
久
坂
大
石
児
玉
納
所
吉
岡
武
野
高
野
保
坂
井
上森

志
田
竹
田

く
り
は
ら

藤
本
岡
田千

く
り
林
松
中
長
嶋

〇：賛成　ー：反対

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　また、築50年以上の建物であり、竣工当時は職員数は600人程度でした
が、現在は約1,000人が勤務しているため市民対応スペースや執務スペー
スが狭小であり、環境も良いとは言い切れません。
　今後いつまで使い続けるのか。抜本的な対策を図る必要があり、市民の
拠り所となる庁舎がしっかり機能を果たす庁舎であるためにも、本庁舎移
転は喫緊の課題であると考えます。

●公共施設の再編

　平成28年度に「防災・減災」「機能・性能」「まちづくり」「時間・コスト」の観
点から検討が進められ、平成29年3月に「鎌倉市本庁舎整備方針」が策定さ
れて、その他用地へ移転して整備する方針を決定しました。

・市庁舎現在地利活用
　鎌倉の拠点である市庁舎現在地ですが、土日の庁舎はほとんど利用されて
いない状況であるため、その価値を活かし、この場所を新たに活用していくこ
とが重要だと考えます。
　行政サービスの提供の場としてこれまで同様に相談や手続きを支える場を
残しながら、民間機能の導入や図書館、
学習センター機能など、世代を超えた交
流ができるスペースを確保し、屋外スペ
ースも含めて、生活・文化・経済の向上を
生み出し、市民が中心の鎌倉の拠点に
つなげていきます。

・新庁舎整備
　コロナ禍を経たことで働き方が変わってきました。それは市役所の機能も同
様であり、技術革新によりサービスの提供方法が変わっていきます。行政手続
きがオンラインでも可能となり、自宅等やスマホからでもサービスを受けられる
ようにしていきます。また、引き続き対面型の手続窓口を設置しオンライン手続
以外の方法を望む方に寄り添います。
　そして、市民交流のスペースを充実させ
ることで、市役所への手続き以外にも訪れ
て過ごせる場所を整えて、一人ひとりのラ
イフスタイルに合わせた便利な市役所、
行かなくてもいい市役所を目指します。

深沢地域における整備事業は50年に一度のまちづくりだと認識していま
す。これまでの鎌倉を継承し、これからの鎌倉をどうしていくか、未来を考
えるうえで、様々な意見や声を聴きながら、私の原点であります「みんなで
創る鎌倉」を目指して共に創ってまいります。


